
主催：大阪大学適塾記念センター、適塾記念会、大阪大学総合学術博物館、九州大学医学歴史館、九州大学総合研究博物館、九州大学附属図書館
問い合わせ：大阪大学適塾記念センター　06-6850-5016　https://www.tekijuku.osaka-u.ac.jp

一般　270円（140 円）
高校・大学生等　140円（80円）、中学生以下　無料
※（　）は団体料金（20名以上）。要事前申し込み。
大阪大学の学生は無料（要学生証提示）。
以上、通常の適塾の参観料に同じ。
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会館時間：10時～ 16時

令和 2年（2020）

（541-0041 大阪市中央区北浜 3丁目 3-8）
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緒方洪庵肖像　藪長水画　後藤松陰賛　安政 6年（1859）　大阪大学適塾記念センター所蔵（緒方惟之氏旧蔵）
武谷椋亭肖像　武谷祐之　作成年未詳　武谷道彦氏所蔵（九州大学文書館提供）

　緒方洪庵 (1810-63) は種痘事業やコレラ対策、訳書『扶氏経験遺訓』の刊行等により、日本の近代医学に大きな足跡を残しています。
洪庵が天保 9 年 (1838) に大坂で開いた適塾からは、日本の近代化に貢献する人物や、地域医療の確立に尽力した人材が輩出しました。
今から200年前の文政3年に誕生し、福岡の近代医学の基礎を築いた武谷祐之（椋亭）(1820-94) もその一人です。
　椋亭は筑前国鞍手郡高野村（現・宮若市）の医師で、シーボルトに師事して筑前藩蘭学の先達と仰がれた父・元立のもと、西洋医学を志します。
天保7年(1836)から豊後の咸宜園（現・日田市）で学んだ後、同14年に大坂に出て適塾に入門しました。在塾時には解剖の見学・執刀や種痘（天然痘予防）
の研究に従事し、帰郷後は種痘の普及に尽力します。この活躍により藩主・黒田長溥に登用され、黒田家「御出入医」であった洪庵との
交流も続きました。慶応 3年 (1867) には藩医学校・賛生館の督学としてその経営を担い、その後も子弟の教育に従事しました。
　適塾と賛生館はそれぞれ、大阪大学・九州大学（医学部）の歴史に深く関わっています。本展覧会では、適塾および九州大学を会場に、
生誕 200 年を記念して、洪庵と椋亭との関係を紹介します。

解剖分担表　天保 12年 (1841)
（武谷峻一氏旧蔵・シーボルト記念館寄託）

武谷家伝来のオランダ製聴診器
（武谷峻一氏旧蔵・シーボルト記念館寄託）

武谷椋亭宛緒方洪庵書状　緒方洪庵　安政 6年 (1859)　（武谷峻一氏旧蔵・シーボルト記念館寄託）
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「壬戌旅行日記」　緒方洪庵　文久 2年 (1862) 
（大阪大学適塾記念センター所蔵（緒方富雄氏旧蔵））

緒方洪庵と武谷椋亭
令和2年度　適塾特別展示　武谷椋亭生誕 200 年記念　大阪大学・九州大学巡回展

洪庵自ら種痘事業の苦節十年を振り返った
「除痘館記録」
　1798 年にイギリスのジェンナーが発明した牛痘種痘法により、
天然痘は人類史上唯一、撲滅に成功した感染症となりました。日本に
牛痘ワクチンがもたらされたのは嘉永2年（1849）のことで、洪庵は
早くもワクチンを入手し、大坂に除痘館を開設しました。それ以前に
適塾に在籍した椋亭は、洪庵から牛痘種痘法の話を聞き、弘化3年
(1846) に「接痘瑣言」を訳述し、郷里でも種痘の普及に努めました。
大坂の除痘館の活動は、「種痘を受けると牛になる」といった風評
や、利益より普及を優先する方針から苦労も相当なものでした。
しかし西日本を中心に分苗所と種痘医を増やしていき、安政 5 年
(1858) には幕府の官許を得るに至りました。万延元年（1860）
の尼崎町移転を機に、これまでの経緯や苦悩と、今後も継続して
いく決意を、洪庵が自筆でしたためたのが「除痘館記録」です。

コレラ流行時に洪庵が緊急出版、椋亭が粗漏さを非難
『虎狼痢治準』
　2回目のパンデミックを引き起こしたコレラが安政5年 (1858)、長崎に
入港したアメリカ船から日本列島に蔓延しました。大坂では8月に猖獗を極め、
発病後 3 日以内で死亡することから「三日コロリ」と呼ばれました。
洪庵は治療に当たりつつ、不眠不休で洋書からコレラの症状や対処法を
5、6 日でまとめ、『虎狼痢治準』として緊急出版し、知人・門人に配布
しました。これを手にした椋亭は粗漏さが洪庵の名を汚すことを危惧し、
あえて非難する手紙を送っています。洪庵は自らの非を素直に認め、
12月に改訂版を刊行しました。多くの患者を前に持てる知識・労力を注いだ
洪庵の姿勢、師であっても学問的に厳しく批判する椋亭の精神、いずれもが
評価されるべきものです。

風雲急を告げる幕末京都の情報を旅先で交換
「壬戌旅行日記」

「除痘館記録」　緒方洪庵（自筆）　万延元年 (1860) 
（大阪大学適塾記念センター所蔵（緒方惟之氏旧蔵））

「虎狼痢治準」　緒方洪庵　安政 5年 (1858) 
（大阪大学適塾記念センター所蔵（緒方富雄氏旧蔵））
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　筑前藩の「御出入医」として藩主を大坂蔵屋敷で
診療した洪庵。村医から藩医に取り立てられ筑前藩主
の参勤交代にも随行した椋亭。二人は黒田家を介して
顔を合わせる機会を得ていました。文久 2 年
(1862)、江戸へ向かう藩主一行を播州大蔵谷（現・
明石市）で待ち構えていたのは、伏見で落ち合う予定
の洪庵でした。京都に不穏な動きがあるとの情報を告
げた洪庵のおかげで一行は引き返し、難を避けるこ
とができました。この顛末は、洪庵の日記「壬戌旅行
日記」および椋亭の自伝『南柯一夢』　（1893 年）に
記されています。

せっ とう  さ   げん

なん   か   いち   む


